
メトロポリタン史学会 

 第２回若手研究者の集い 
 日  時 ２０１４年１１月２２日（土） 午後１時～午後５時 

  会  場 首都大学東京（旧東京都立大学）５号館１階１４２号室 

     京王相模原線南大沢駅下車・徒歩５分 

（参加自由･無料） 
日 程 【研究報告】１３：００～１５：００ 

          報告１．楊国棟氏（首都大学東京 大学院 後期博士課程修了） 

「日露戦争期における清国の中立政策について」 

          報告２．黒沼太一氏（首都大学東京 大学院 後期博士課程） 

「紀元前 4 千年紀ナイル河下流域における墓地と葬制 

―ナカダ遺跡の学史的再評価と再分析― (仮)」 

          報告３．萩原弘幸氏（首都大学東京 大学院 後期博士課程） 

「石製模造品出土遺跡の特徴を伴出遺物から検討する 

―群馬県高崎市域を中心とした5～6世紀の遺跡群を例に―」 

【書 評】１５：００～１７：００ 

          書評１．古川隆久氏（日本大学 文理学部） 

「上田誠二著『音楽はいかに社会をデザインしたか 

―教育と音楽の大衆社会史―』 新曜社，2010 年」 

          書評２．白川耕一氏（首都大学東京 都市教養学部） 

「松本彰著『記念碑に刻まれたドイツ―戦争・革命・統一―』  

  東京大学出版会，2012 年」 

【懇 親 会】１７：３０～２０：００ 
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